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移住に関する用語について



移住に関する用語について 4

生まれ育った故郷から進学や就職を機に他の地域に移
住すること

Ｉターン

Ｊターン

Ｕターン

生まれ育った故郷から進学や就職を機に都会へ移住した
後、故郷に近い都市に移住すること

生まれ育った故郷から進学や就職を機に都会へ移住した
後、再び故郷に移住すること



移住に関する用語について 5

行政が指す移住者とは？

福井県の定義
県や県内市町の移住支援策を活用して県内に移住した人

大野市の定義
移住相談窓口や移住支援策（移住支援金や住宅取得補助、空
き家情報バンクの利用等）を活用して市内に移住（定住）した人



福井県内の移住の動向について



7福井県内の移住実績

令和３年度の福井県内移住者

統計開始以来最多の1018人が移住
県内への移住者は２年連続で1000人超え

Ｉターン世帯の移住者が約６割
614世帯が移住し、うち約６割がＩターンで年々増加傾向

（Ｒ1は約4割、Ｒ2は約５割、Ｒ3は約６割）

20～30代の移住者が約６割
子育て世代に当たる20～30代を合わせた移住者が約６割

関東圏からの移住者が約3.5割
移住者1018人中、324人が関東圏からの移住



福井県内の移住実績の内訳 8

令和3年度の県内移住者（1018人）のうち、市別の県外からの移住者内訳

市名 人口（人） 移住人数（人） 移住者数比 Uターン（人） Ｉターン（人）

福井市 260,082 433 0.17% 106 327

越前市 82,133 121 0.15% 48 73

鯖江市 69,373 91 0.13% 16 75

あわら市 27,343 74 0.27% 15 59

坂井市 90,148 58 0.06% 30 28

大野市 31,779 41 0.13% 18 23

敦賀市 64,425 38 0.06% 11 27

勝山市 22,252 28 0.13% 8 20

小浜市 28,672 12 0.04% 3 9

※移住人数は県＋市が支援して移住された方の数



大野市の移住の動向について



大野市の移住実績 10

令和３年度の大野市移住実績 年度 H30 R1 R2 R3

移住人数 23 7 19 33

移住世帯 7 3 13 17

世帯）三大都市圏 2 1 9 12

世帯）県内 5 2 3 3

世帯）その他 0 0 1 2

※転入人数 758 771 555 545

※転出人数 916 999 825 859

※転出超過人数 158 228 270 314

◼ Ｒ３は17世帯33人に移住支援

◼ うちＩターンは8世帯11人

◼ うちＵターンは9世帯22人

◼ 移住実績は増加傾向のものの転出

超過も増加傾向

単位：人



大野市の移住相談件数 11

令和３年度の移住相談件数

◼ Ｒ３は134件の移住相談

◼ 134件中、81件は市外からの相談

◼ 相談件数の最多は住居探し

◼ 助成金の相談件数が大きく増加

年度 H30 R1 R2 R3

複数内容 62 19 24 15

住居探し 1 6 51 39

助成金 1 0 12 39

資料請求 3 0 1 2

空き家登録 31 31 17 35

その他 4 11 10 4

合計 102 67 115 134

単位：件



転入者アンケートについて 12

転入者アンケート結果

市民生活・統計課窓口で大野に来られた転入者の方にアンケート調査を実施しました。

転入者アンケート

実施期間：Ｒ3.7～Ｒ4.6の１年間

回 答 者：160人（119世帯）

内訳：男性50％、女性50％

単身85％、世帯15％

Ｉターン36％、Ｕターン58％

39歳以下の回答者が79％

世代別では20代が最多で36％

転入前の住まいの１位は県内

１位は県内（48％）、２位は東京都（7％）、３位は神奈川県
（7％）、４位以降は石川県、京都府、大阪府が続く

転入のきっかけの１位は就職・転職

１位は就職・転職（44％）、2位が家族との同居（21％）、３位
が転勤（18％）

転入先の決めて（重視している点）１位は家族との同居

1位は家族との同居（42％）、2位は勤務地が近いこと（17％）、
3位は自然が豊かなこと（14％）



転出者アンケートについて 13

転出者アンケート結果

市民生活・統計課で大野から離れる転出者の方にアンケート調査を実施しました。

転出者アンケート

実施期間：Ｒ3.7～Ｒ4.6の１年間

回 答 者：218人（191世帯）

内訳：男性44％、女性56％

単身92％、世帯8％

大野に家族や親族が

いる77％、いない23％

39歳以下の回答者が78％

世代別では20代が最多で43％

転出後の住まいの１位は県内

１位は県内（59％）、２位は愛知県（6％）、３位は大阪府
（4％）、４位以降は石川県、京都府、東京都が続く

転出のきっかけの１位は就職・転職

１位は就職・転職（30％）、2位が結婚（25％）、３位が転勤
（12％）

転出先の決めて（重視している点）１位は勤務地が近い

1位は勤務地が近いこと（33％）、2位は家族との同居（20％）、
3位は商業施設が充実していること（10％）



大野市の主な移住・定住支援策について



移住定住支援を行う目的 15

I

「大野に住みたい、住み続けたい」という人が増え、

移住者を受け入れられる環境が整ったまち

そのようなまちづくりを目指しています。そのために、

新しく大野に住みたい人、また帰ってきたい人を積極的に受け入れる

ための支援に、取り組んでいます。

▼

大野市が目指す姿（ミッション）



移住定住への主な支援策 16

I

▶移住相談窓口の開設
・市外の移住希望者からの問い合わせに対応するため、庁内組織を設置

・移住体験プログラムやワークステイ等の体験・案内を提供

▶就職活動に対する支援
・移住就職等支援金の支給

・大野出身者が大野に住むために行う就職活動費用（交通費）を助成

▶住まい確保への支援
・空き家情報バンクによる中古物件情報の提供

・移住者の住宅取得、リフォーム工事費用を補助

▶移住情報の発信
・移住定住応援サイトを開設し、移住に関する情報を発信

・施策をパッケージ化し、支援策を見える化

移住体験プログラム

移住定住応援サイト



移住相談窓口の開設（ＩＪＵサポートチーム） 17

令和４年度 越前おおの I JU（移住）サポートチーム

市では平成20年度より、移住定住を希望する人や移住した人をサポートするための大野市役
所内に専門チームを立ち上げています。

各機関・個人との連携

福井県（定住交流課）

福井暮らすはたらくサポートセンター

福井県移住サポーター

ふるさと回帰支援センター

越前おおのＩＪＵ（移住）サポートチーム
福井県交流文化部定住交流課

福井暮らすはたらくサポートセンター（福井Uターンセンター）　福井オフィス

　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京オフィス

　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名古屋オフィス

　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　京都オフィス

　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪オフィス

認定ＮＰＯ法人ふるさと回帰支援センター等
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移住相談窓口の開設（移住体験メニューの提供） 18

移住体験プログラム（現地案内） 移住者交流会

参加者からの声

⚫ 大野に溶け込めているのか不安に思う時
があったが、同じように市外から移住して
来た方の話を聞いて、「最初は誰でも戸
惑ったり悩んだりするんだな」と安心。いろ
んな人と交流し大野に馴染んでいきたい。

⚫ 参加した皆さんと話していると仲間が集
まっているような気持ちがした。楽しい時を
過ごすことが出来嬉しかった。



就職活動に対する支援（助成制度） 19

移住支援金事業（東京圏型・全国型）※令和4年度 支援金をアップ

直近3年間以上県外に居住し、県内の企業に就職（または起業）した方に移住支援金を支給

【支給額】東京圏型：最大100万円＋α 全国型：最大20万円+加算金

大野へかえろう就職活動交通費支援事業 ※令和4年度 要件を緩和

県外に居住しているUターン希望者（20～49歳）に、市内で就職活動するための交通費を補助

【補助額】最大1万4000円（年度内に２回まで交付）

女性Ｕ・Ｉターン就職者応援補助金
過去２年以上市外に居住する女性（18～35歳）で、市内でＵ・Ｉターン就職する人に引越し費用を補助

【補助額】最大30万円



就職活動に対する支援（働きやすい職場環境） 20

■子育て世代にやさしい企業 ■働く人にやさしい企業

子育てと仕事が両立できる職場環境づくりを行って
いる企業を「大野市子育て世代にやさしい企業」と
して認定しています。

●取り組みの一例

・仕事と子育てが両立できるよう、時差出勤 や短
時間勤務を導入！

・入学式や卒業式など、子どもの行事に年 次有給
休暇の取得を促進！

働きやすい職場づくりに取り組む企業を「大野市働く
人にやさしい企業」として認定しています。

●取り組みの一例

・リアルタイムで管理できる労務システムを 導入し、
従業員の年次有給休暇の取得を 促進！

・会議数の見直しや事務所のレイアウト変更により、
業務を効率化！

これまでの認定

22 社

これまでの認定

23 社

移住支援金（全国型）では、以下の認定企業に就業することで支給額がアップします。



住まい確保への支援（空き家情報バンク） 21

売却・賃借が可能な市内にある「空き家」の情報を所有者から募集し、その物件情報を市のホー
ムページ等で広く紹介する制度です。

年度 H30 R1 R2 R3

空き家登録数 6 8 7 13

空き家成約数 9 3 5 5

令和３年度の空き家バンクの実績

Ｒ３は過去最多となる13件を登録

制度開始からＲ３までに69件を登

録し、43件が成約済み

移住定住応援サイトで物件を紹介



住まい確保への支援（移住に向けた短期滞在施設の受け入れ） 22

室内の設備も充実しています

（冷蔵庫、洗濯機、電子レンジ、
給湯器、エアコン等）

国時団地 （大野市国時町701番地）RC 造（昭和62年築）

（１）入居対象者

移住体験又は研究等による１年以内の

短期滞在者で 市長が特に必要と認める方

（２）入居期間

①間取り3DK で３戸（501・502・403号室）

②最低１カ月、最大1年間

（３）家賃

37,700円/月

（別途、駐車場代1台につき3000円/月）

※ 電気・ガス・水道代は入居者負担

（４）その他

連帯保証人が必要



住まい確保への支援（空き家利活用の補助） 23

暮らし住まい支援事業 ※令和4年度 補助率をアップ

①中古住宅の購入補助

市外から転入して２年以内の移住者が購入する中古住宅費用を補助

【補助額】取得費用の３分の１（居住誘導区域内：上限60万円／区域外30万円）

②中古住宅の購入と併せたリフォーム工事補助

上記①で購入した住宅のリフォーム工事費用を補助

【補助額】取得費用の３分の１（居住誘導区域内：上限60万円／区域外30万円）

空き家家財処分支援事業 ※令和4年度 新設

中古住宅の流通拡大を促進するため、空き家情報バンクに登録した空き家の家財処分費を補助

【補助額】家財処分費の３分の２（上限10万円）



移住情報の発信（移住定住応援サイトの開設） 24

年度 H30 Ｒ1 Ｒ2 R3

ＰＶ数 36,174 30,440 43,161 57,783

ユーザー数 5,960 5,830 8,881 11,577

移住定住応援サイトの実績

平成27年（2015年）５月より公開開始
オオノグラシサイトの名称で主にＩターン者向けの情
報を発信

令和3年度のPV（見られた数）は過去最高
前年度と比較し、PV数は約1.3倍増

令和３年３月にリニューアル
大野へかえろうサイトに名称を変更し、Uターン者、
Ｉターン者向けの情報を発信

コンテンツ別閲覧先のトップは「空き家情報バンク」
中古住宅への購入や賃貸に興味のある方が多い



移住情報の発信（施策のパッケージ化） 25

市の各部署で取り組む移住支援策などを「大野に来て見て住んで応援パッケージ」として取りまとめました。中身は
「相談・体験」「住居」「仕事」「子育て」ごとに、移住前と後で受けられる主な支援策をまとめています。

見開き



大野市の移住・定住の現状と課題



大野市の移住・定住の現状と課題 27

◼ 知名度が低い
• 大野市の知名度が全国的に低く、そもそも知らないため選択肢に上がりづらい。

◼ 他地域との差別化が図られていない
• 移住者から見て、他の自治体との明確な違いを打ち出せていない。

◼ 魅力的な就業先が少ない
• 魅力的な就職先が少ないことから大学生が大野市に帰ってきていない。

◼ 都市との距離が遠い
• 主な就職先となる都市まで遠い（1時間）



大野市への移住定住を促進するために① 28

①大野市の知名度が全国的に低く、そもそも知らないため選択肢に上がりづらい。
②移住者から見て、他の自治体との明確な違いを打ち出せていない。
③魅力的な就職先が少ないことから大学生が大野市に帰ってきていない。
④主な就職先となる都市まで遠い（1時間）

【ポイント①：ファンを増やす】

・気になっている人に大野市の情報を届ける（ｗｅｂ広告の活用）

・他の自治体と比べて大野市が選ばれるしかけ作り（暮らす魅力、理由作り、大野市のブランディング）

・大野市に訪れやすい機会･場所を増やす（訪問機会の創出（観光）、長期滞在型宿泊施設の創出）

・訪れた人が思い出作りできる機会･場所を増やす（人が集まる場所･機会を創出）

【ポイント②：利便性･実用性の改善】

・働く場所の確保と働き安さ（企業誘致、起業支援、二次交通の改善、リモート環境の整備）

・子育てしやすさ（朝晩の延長保育、放課後児童保育の延長）

・住む場所の確保（空き家の活用、ファミリー向け賃貸物件の拡大）

・暮らしやすさ（公園や自然と親しめる環境、徒歩圏内の生活のしやすさ）

【ポイント③：ターゲットの明確化】

・主なターゲットをどこにするか？（Uターンの改善、都市圏からの移住（シルバー、若年層））

・ターゲットにとって魅力的な要素を積み重ね、他の自治体との差別化と強みを図る必要がある

大野市と出会う機会を増やす 大野市と交流する機会を増やす 大野市での生活環境を整える

現状



大野市への移住定住を促進するために② 29

強み

①恵まれた自然環境
②趣ある城下町
③白山が育んだ水と食
④人懐こい市民性
⑤ゆったりとした空間

①ターゲットに大野市の情報を届ける ②ターゲットに大野市が選ばれるしかけ作り

③大野市に訪れやすい機会･場所を増やす ④訪れた人の記憶に残る機会･場所を増やす

①働く場所の確保と働き安さ
②子育てしやすさ
③暮らしやすさ

①若者が買い物できる店がない
②子供が楽しめるアトラクション施設がない
③二次交通がよくない
④冬の除排雪が負担になる

①中部縦貫自動車道開通
②北陸新幹線延伸
③コロナウイルスによるゆったり過ごせる
場所へのニーズの高まり

①自治体間の競争激化
②人口減少社会
③コロナウイルスによる交通事業者の
弱体化

②ＳＷＯＴ分析

【移住定住拡大ターゲット】

20代～40代子育て世代

①移住定住データ分析

【利便性･実用性の改善】【ファンを増やす】

【大野市の移住定住コンセプト】

日常が心地よいまち
構成要素：①無料のミネラルウォーターで生活できる②趣ある城下町と四季の美しさを体感できる

③ゆったりとした空気がながれる風土④人なつこい市民性⑤適度な暮らしやすさ

★移住定住応援サイトの分析
性 別：男性約58%, 女性約42%
年齢層： 35-44歳28％, 25-34歳約25％, 45-54歳18%
主なエリア：県内約49%（内訳：福井市42%,敦賀市約14%,越前
市約9%,不特定3１%）

県外約51%（内訳：関東約37%,関西約31%,東海約
20%,その他12%）

・大野市及び福井県の移住定住の相談件数実績共に増加傾向にある。
・コロナウイルスによる地方のニーズの高まりから三大都市圏からの移住・定住が特に増加している。
・大野市においても社会増減率はマイナス幅が縮小傾向にあるが、プラスにまではいたっていない。
・移住希望者から見た明確な魅力やポイントを打ち出すにいったっていない。

現状分析

機会

弱み

脅威



移住定住促進施策の例 30

大野市と出会う機会を増やす 大野市と交流する機会を増やす 大野市での生活環境を整える

観光誘客

産業支援

地域活動者の育成

高齢者・子育て支援

創業・就業支援

二次交通

企業誘致

ブランド発信

にぎわい創出

住宅支援

地域コミュニティ維持

長期滞在支援



移住者促進に向けた幅広い間口の構築に向けた事例 31

生活環境の改善

１．働く場所の創出（起業誘致、創業支援）
２．子育て支援（休日保育、早朝夜間保育）
３．通勤支援（通勤の利便性向上）

暮らす場所の確保

１．中古住宅の流通拡大
２．賃貸物件の建設促進、家賃補助
３．市営住宅、短期契約住宅の建設

認知度向上及びファン化
に向けた取組

ex

exex

１．長期滞在及び複数回来訪時の特典付与
２．長期滞在型施設の建設
３．魅力ある人･店･場所との接点の創出
４．観光など初来訪の促進及びＰＲ強化
５．親戚の存在など関係性が深い人へのアプローチ
６. 他の自治体との差別化



本部会で議論いただきたいテーマ 32

大野市の移住・定住を促進するためのアイデア出し

移住の関心を高めるための情報発信方法

移住関心層の頻繁な訪問、長期滞在につなげる方策

移住者の生活環境を向上させる方策（仕事、住まい、子育てなど）


